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■令和３年度　会議報告 

令和3年4月8日　第１回運営委員会　富士見地区行政センター第１会議室　19:00～20:30 
　　　　　　　　12名出席　　　　総会資料の内容について全て承認された。 

令和3年5月1日　令和３年度定期総会　飯能市市民活動センター多目的ホール　14:00～ 
　　　　　　　　総会議案全て承認された。 

令和3年11月9日　新井市長へ表敬訪問　飯能市役所面会室　14:00～14:30 
　　　　　　　　　城井会長他役員5名同行　　当会の活動を報告、及び市との連携を要望 

令和3年11月27日　第１回リーダー会議　zoomオンライン会議　19:00～20:30 
　　　　　　　　　7名出席　各事業の中間報告と今後の予定、その他 

令和4年3月22日　第２回リーダー会議　zoomオンライン会議　19:00～19:40 
　　　　　　　　　7名出席　運営委員会、総会に向けての確認、その他 



■飯能まちなか路地まつり事業

事業内容
〇第５回 飯能まちなか路地まつり
・コロナ禍の状況を鑑み、中止。
・その後新しい様式での開催方法を検討中。

路地灯りの様子

〇第5回 飯能まちなか路地灯り
[日時] 22021年9月19日（日）16:00 設営
　　　              9月20日（月・祝）9:00 撤収
[場所] 一丁目ひだまり公園
[内容]
「路地でお月見」はコロナ禍の状況を鑑み、昨年同様規模を縮小しての開催となった。公の告知はせず、
　公園板塀に開催趣旨のポスター掲示、及び近隣住民のみに開催告知文の配布し同意を得た上で開催した。
　公園に竹灯り、キャンドルグラス、お月見セットを設置し、翌朝に撤収した。
[結果]
　 近所の方々にお声がけをいただいたり、子供たちが灯りを並べるのを手伝ってくれたり、地域に定着し
　 たイベントになったことを実感した。

浅野 正敏
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■路地の愛称看板設置事業

・路地の愛称看板:既存看板の補修や、傷んでいる物の掛け替えを行った。コロナ禍の影響で不特定多数の家の訪問は
　行えず、新規看板の設置は実施せず。

事業内容

・飯能かわら版：飯能の歴史等を紹介する看板で、柿渋塗装など追加制作分の板の用意を進めている。
・飯能弁看板：昨年度予算で制作した物で、今年度の春以降で掛けて頂ける家を探す予定だったが、コロナ禍の影響
　 で不特定多数の家の訪問は行えず、実際の設置は実施せず。

新しく製作した看板（栗の板に柿渋と防腐剤塗布）

すでに設置されている看板にも防腐剤を追加で塗布している

浅野 正敏
資料1-３



・ひだまり公園に「たねぽす」を設置
多くの方がポストに種を入れてくれている。

■まちなか空間修景事業

・１丁目ひだまり公園整備作業
事業内容

整備作業風景

4月１１日（3台目ベンチ設置）、5月9日、6月13日、7月11日、8月1日、9月20日、10月10日、11月14日、
12月12日、1月9日、2月13日、3月13日、3月26日　（全13回）

・新ポケットパーク視察
八高線線路わきの市所有の土地（現在西川バウムと飯能市で管理している）のメンテナンスを請け負うため。

昨年同様コロナ禍においても公園の整備は続けてきました。
又、今年設置したたねぽすについても市民の方にご協力頂きたくさんの
たねが集まりました。
集まった種を生かすため、種をまける場所を探していくのが今後の課題
です。

たねぽす たねぽすに入っていた種

浅野 正敏
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整備作業風景

整備作業後の様子

浅野 正敏
資料1-４b



■中心市街地活性化共同事業

・まちなか講座『あなたの知らない飯能ワークショップ』の継続事業として
『地域想生アイデア発想カードゲーム』作成

事業内容

他団体との連携
・駿河台大学
・飯能商工会議所
・奥むさし飯能観光協会
・慶応義塾大学大学院システム・マネジメント研究科

浅野 正敏
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■飯能まちなか散策ツアー事業

開催日時：　令和３年10月17日（日）　9：45～12：00
担当ガイド：浅野正敏
スタッフ：　2名
開催場所：　 飯能市仲町界隈と周辺（コース案内図参照）

コロナ禍での実施のため、参加人数を最小限（４名＋エコツーリズム推進協議会派遣カメラマン１名）にして実施。
当日は小雨模様の天候ではあったが、まちなかに残る歴史的建造物や古民家、魅力的な路地を巡るツアーを行なった。
この日は、「路地まつり」と連携したイベントを考えていたが、コロナ禍で「路地まつり」は中止としたため、単独
開催となった。
コース中程で休憩時間を設け、伊勢屋にて名物の久下団子と暖かい狭山茶で一服したので、肌寒く足元が悪い条件下
でも満足いただけたツアーとなった。

事業内容

浅野 正敏
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■ご当地勉強会事業

事業内容
・イケメンすぎる幕末の士 渋沢平九朗最後の7日間 オンライン (案) 
→まん延防止措置適用につき 中止
（協力 飯能郷土資料館 (一社)奥むさし飯能観光協会）

■路地ロゲ事業

コロナウイルス感染拡大の影響で開催の目処が立たず、今年度は実績なし。
事業内容

浅野 正敏
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■ご当地勉強会事業
＜事業目的＞
飯能市の郷土や文化を学ぶ機会を提供し、観光振興に寄与するとともに、当地の魅力を市内外に発信する
ことのできる人材を育成することを目的とする。

＜事業内容＞
2021年度は事前準備をはじめ会議の開催が出来ず、予定通りの事業の実施が出来な かった。2022年の

■飯能まちなか路地まつり事業

＜事業目的＞
路地を使ったイベントを通して、路地を知り、親しみ、路地の価値を再発見するなど、まちなかに興味を
もっていただき、ひいてはまちなかを元気にしたいという思いで路地に関するイベントを企画・運営する。

＜事業内容＞
・第5回 飯能まちなか路地まつり

■まちなか空間修景事業
＜事業目的＞
①まちなかに安らげる場所を作る。
②西川材の板塀で木の街としてPRする。

＜事業内容＞
・一丁目ひだまり公園の整備
・まちなかポケットパークの新設提案
・板塀設置のPR活動（市の補助金制度を市民に向けてPRし、利用を促進する）

■路地の愛称看板設置事業

＜事業目的＞
路地の愛称看板を設置することにより、飯能まちなかの路地の歩みを市内外の多くの人に知ってもらい、
愛着を持ってもらう。

＜事業内容＞
・路地の愛称看板の設置、及びこれまで設置した物の保守点検
・その場所ごとの歴史や物語を語り継ぐ形式の看板の作成

活動に関しては現状未定であるが一度組織の編成を見直し、コロナ感染症の状況を見ながらオンライン

・第6回 飯能まちなか路地灯り

・飯能弁看板の設置、及び追加作成

開催ではなく対面開催にて勉強会を実施できるように する。

浅野 正敏
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■中心市街地活性化共同事業

＜事業目的＞
まちなかを活用した、発信情報及び市民生活充実

＜事業内容＞
・中心市街地活性化共同事業　飯能発信事業

■飯能まちなか散策ツアー事業
＜事業目的＞
飯能のまちなかにある路地を巡り、古民家や歴史的建造物を訪ねることにより、まちなかの魅力を再認識

＜事業内容＞
・まちなか散策エコツアーの企画、および実施

していただくと共に、これらを地域資源とし保存に繋げ、活用していくことで、中心市街地活性化に寄与
する。

・駿河台大学との連携でオンラインツアーの実証研究

※他団体との連携：駿河台大学／商店街連盟

浅野 正敏
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